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1.  平成24年3月期第2四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第2四半期 50,945 △8.0 △584 ― △1,011 ― △1,168 ―

23年3月期第2四半期 55,378 6.8 △1,420 ― △2,115 ― △2,257 ―

（注）包括利益 24年3月期第2四半期 △1,157百万円 （―％） 23年3月期第2四半期 △2,262百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第2四半期 △9.70 ―

23年3月期第2四半期 △18.84 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年3月期第2四半期 80,212 9,850 12.3
23年3月期 91,286 11,014 12.1

（参考） 自己資本   24年3月期第2四半期  9,847百万円 23年3月期  11,011百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― ― ― 0.00 0.00
24年3月期 ― ―

24年3月期（予想） ― 0.00 0.00

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 114,000 △1.6 1,800 ― 700 ― 500 ― 4.03



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）詳細は、【添付資料】P.2「２．サマリー情報（その他）に関する情報（3）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

 当社は、平成23年10月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度期首に当該株式併合が行われたものと仮
定し、発行済株式数（普通株式）を算定しております。 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外です。なお、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しています。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今
後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算
短信【添付資料】P.2「１．当四半期決算に関する定性的情報（3）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
２．当社は、平成23年10月１日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度期首に当該株式併合が行われたものと仮定
し、１株当たり四半期（及び当期）純利益を算定しております。 

4.  その他

新規 ―社 （社名） ― 、 除外 ―社 （社名） ―

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有

② ①以外の会計方針の変更   ：  無

③ 会計上の見積りの変更   ：  無

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期2Q 122,687,794 株 23年3月期 122,687,794 株

② 期末自己株式数 24年3月期2Q 1,690,621 株 23年3月期 1,640,334 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期2Q 121,019,633 株 23年3月期2Q 120,172,172 株
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当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、東日本大震災の影響により、依然として厳しい状
況にあるものの、サプライチェーンの立て直しや消費マインドの改善などを背景に、徐々に持ち直しの
動きが見られました。ただし、電力供給の制約や原子力災害の影響に加え、回復力の弱まっている海外
景気の下振れ懸念や為替レート・株価の変動等、景気を下押しするリスクも懸念され、景気の回復基調
になお不透明感が残る情勢となっています。 
国内建設市場におきましては、民間建設投資では、住宅投資、非住宅建設投資とも、震災後の停滞か

ら緩やかながらも回復基調に戻りつつあり、また、政府建設投資では、震災対応の３次にわたる補正予
算の編成及び執行が実施されるものの、通常の公共事業予算の減少基調による競争激化は継続してお
り、依然、厳しい状況となっています。 
このような状況のもと、当第２四半期連結累計期間の連結業績につきましては、売上高は509億円

（前年同四半期連結累計期間比8.0％減）、営業損益は５億円の損失（前年同四半期連結累計期間は14
億円の損失）、経常損益は10億円の損失（前年同四半期連結累計期間は21億円の損失）、四半期純損益
は11億円の損失（前年同四半期連結累計期間は22億円の損失）となりました。 
なお、当社グループの売上高は、下半期、特に第４四半期連結会計期間に集中する傾向があることか

ら、業績に季節的変動があります。 
  

当第２四半期連結会計期間末の財政状態は、前連結会計年度末に対し、資産は受取手形・完成工事未
収入金等の減少等により110億円の減少、負債は支払手形・工事未払金等の減少等により99億円の減
少、純資産は四半期純損失の計上等により11億円の減少となり、総資産は802億円となりました。 
なお、自己資本比率は、前連結会計年度末に対し0.2ポイント増加し、12.3％となりました。 

  

建設市場の厳しい状況のもと、当社業績への影響は見通し難い局面にありますが、現時点では平成23
年５月13日公表予想の範囲内にあると判断しており、当該業績予想に変更はありません。 
今後、修正の必要性が生じた場合は、適時かつ適切に開示してまいります。 

  
  

該当事項はありません。 
  

該当事項はありません。 
  

 (１株当たり当期純利益に関する会計基準等の適用) 

第１四半期連結会計期間より、「１株当たり当期純利益に関する会計基準」(企業会計基準第２号  
平成22年６月30日)、「１株当たり当期純利益に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第
４号  平成22年６月30日公表分)及び「１株当たり当期純利益に関する実務上の取扱い」(実務対応報告
第９号  平成22年６月30日)を適用しております。 
当第２四半期連結貸借対照表日後に株式併合を行ないましたが、前連結会計年度の期首に当該株式併

合が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益を算定しております。 
  

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報

（２）連結財政状態に関する定性的情報

（３）連結業績予想に関する定性的情報

２．サマリー情報(その他)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
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当社グループは、前連結会計年度において、営業損益は32億円の損失、また、営業活動によるキャッ
シュ・フローは98億円の資金減少となりました。当該状況により、継続企業の前提に重要な疑義を生じ
させるような事象又は状況が存在しております。 
当社グループは、当該事象又は状況を解消又は改善し、事業の採算性の確保・資金収支の改善ととも

に環境変化にも機動的に対応できる体制とすべく、「損益分岐点の改善による早期黒字化」、「分野、
地域の選択集中による事業再構築」、「強みを発揮する新たな取組み」を基本方針とし、構造改革のス
テップを示した「中期３ヵ年計画（2011～2013年度）」を策定しました。 
当第２四半期連結累計期間において、当該計画の基本方針にある早期の黒字転換を図るために、抜本

的な構造改革である固定費の圧縮と事業再構築を進めるべく、人的資源の再構築・本社機能等の移転及
び組織体制の再編を実施しました。 
また、当第２四半期累計期間の個別受注実績は、土木事業は震災関連の受注もあり、前年同期比

89.4％の大幅増となりました。建築事業は前年同期比29.7％の減と低調でしたが、リニューアル工事を
中心に受注の回復に取り組みます。 
なお、中期３ヵ年計画を含め当社の状況については、主な金融機関様にはご理解をいただいており、

必要資金等については今後も従来通りご支援をいただけるものと考えております。 
以上の業績回復に向けた事業構造改革に取り組むことにより、継続企業の前提に関する重要な不確実

性は認められないと判断しております。 

  

  

３．継続企業の前提に関する重要事象等の概要

飛島建設㈱（1805） 平成24年3月期 第２四半期決算短信

－3－



４．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 7,320 4,713

受取手形・完成工事未収入金等 45,350 40,444

販売用不動産 1,205 1,048

未成工事支出金等 7,108 6,279

その他 9,943 6,778

貸倒引当金 △562 △238

流動資産合計 70,366 59,026

固定資産

有形固定資産 14,212 14,315

無形固定資産 501 467

投資その他の資産

その他 8,196 8,373

貸倒引当金 △1,994 △1,972

投資その他の資産合計 6,201 6,400

固定資産合計 20,915 21,183

繰延資産 4 2

資産合計 91,286 80,212
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 35,614 30,697

短期借入金 17,340 18,680

未成工事受入金 6,424 3,840

預り金 10,896 8,411

完成工事補償引当金 240 248

工事損失引当金 661 559

事業構造改善引当金 681 30

災害損失引当金 146 70

その他 978 805

流動負債合計 72,985 63,343

固定負債

退職給付引当金 6,719 6,463

環境対策引当金 160 159

その他 407 395

固定負債合計 7,287 7,018

負債合計 80,272 70,361

純資産の部

株主資本

資本金 5,519 5,519

資本剰余金 13,500 7,176

利益剰余金 △6,661 △1,506

自己株式 △1,361 △1,368

株主資本合計 10,997 9,822

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 17 26

為替換算調整勘定 △2 △1

その他の包括利益累計額合計 14 25

少数株主持分 2 3

純資産合計 11,014 9,850

負債純資産合計 91,286 80,212
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
四半期連結損益計算書
第２四半期連結累計期間

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年９月30日)

売上高

完成工事高 54,881 50,354

開発事業等売上高 496 591

売上高合計 55,378 50,945

売上原価

完成工事原価 53,227 48,612

開発事業等売上原価 368 491

売上原価合計 53,596 49,104

売上総利益

完成工事総利益 1,654 1,741

開発事業等総利益 127 99

売上総利益合計 1,781 1,841

販売費及び一般管理費 3,202 2,425

営業損失（△） △1,420 △584

営業外収益

貸倒引当金戻入額 － 196

その他 67 98

営業外収益合計 67 294

営業外費用

支払利息 219 170

退職給付会計基準変更時差異の処理額 299 173

その他 243 376

営業外費用合計 762 720

経常損失（△） △2,115 △1,011

特別利益

固定資産売却益 2 5

その他 － 0

特別利益合計 2 5

特別損失

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 53 －

投資有価証券評価損 1 70

その他 27 9

特別損失合計 82 80

税金等調整前四半期純損失（△） △2,196 △1,085

法人税、住民税及び事業税 61 82

法人税等合計 61 82

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △2,257 △1,168

少数株主利益又は少数株主損失（△） △0 0

四半期純損失（△） △2,257 △1,168
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四半期連結包括利益計算書
第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △2,257 △1,168

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △3 9

為替換算調整勘定 △1 1

その他の包括利益合計 △5 10

四半期包括利益 △2,262 △1,157

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △2,262 △1,157

少数株主に係る四半期包括利益 △0 0
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該当事項はありません。 
  

該当事項はありません。 

  

 
(注) ％表示は、対前年同四半期増減率を示している。 

  

（単位：百万円）

 
(注) （ ）内の％表示は、構成比率を示している。 

  

 
(注) ％表示は、対前期増減率を示している。 

  

当第２四半期累計期間の個別受注実績については、土木事業は、前年同四半期累計期間比で89.4％増
加の314億円となりました。建築事業は、前年同四半期累計期間比で29.7％減少の163億円となりまし
た。 
なお、通期の個別受注予想については、厳しい競争環境を踏まえつつ、今後の案件状況を慎重に検討

した結果、期首の予想を据え置くことといたしました。 

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

５．補足情報

（１） 個別受注実績

受注高

平成24年３月期第２四半期累計期間 48,276百万円 19.4％

平成23年３月期第２四半期累計期間 40,422百万円 2.5％

（参考）個別受注実績内訳

区      分

前第２四半期累計期間 

(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年９月30日)

当第２四半期累計期間 

(自 平成23年４月１日 

 至 平成23年９月30日)

比較増減 増減率

建
設
事
業

土
木

国内官公庁 14,416 (  35.6%) 25,514 (  52.9%) 11,097 77.0%

国内民間 2,276 (   5.6%) 5,420 (  11.2%) 3,144 138.2%

海 外 △     66 (△ 0.1%) 562 (   1.2%) 629 ― %

計 16,626 (  41.1%) 31,497 (  65.3%) 14,870 89.4%

建
築

国内官公庁 7,389 (  18.3%) 574 (   1.2%) △ 6,814 △  92.2%

国内民間 15,230 (  37.7%) 14,313 (  29.6%) △   916 △   6.0%

海 外 705 (   1.7%) 1,498 (   3.1%) 793 112.5%

計 23,324 (  57.7%) 16,386 (  33.9%) △ 6,937 △  29.7%

合
計

国内官公庁 21,805 (  53.9%) 26,088 (  54.1%) 4,282 19.6%

国内民間 17,506 (  43.3%) 19,734 (  40.8%) 2,227 12.7%

海 外 638 (   1.6%) 2,061 (   4.3%) 1,422 222.8%

計 39,950 (  98.8%) 47,884 (  99.2%) 7,933 19.9%

開発事業等 471 (   1.2%) 392 (   0.8%) △    79 △  16.8%

合計 40,422 ( 100.0%) 48,276 ( 100.0%) 7,854 19.4%

（２） 個別受注予想

受注高

平成24年３月期通期予想 97,000百万円 △ 8.0％

平成23年３月期通期実績 105,394百万円 1.0％

［個別受注実績及び個別受注予想に関する定性的情報］

飛島建設㈱（1805） 平成24年3月期 第２四半期決算短信

－8－




